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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明 

 当第１四半期連結累計期間におけるわが国経済は、雇用・所得環境が改善するなど、景気は緩やかな回復基調で

推移しているものの、英国のＥＵ離脱問題をはじめとする欧州の経済不安や新興国等における景気減速に加え、為

替・株価動向など不透明な状況が続いております。 

 当社グループの主要販売先である外食産業におきましては、消費者の節約志向・低価格志向は根強く、さらに人

手不足による人件費の上昇などにより、厳しい経営環境が継続しております。 

 このような環境のなか、当社グループでは業務用食品等の卸売事業である「外商事業」において、新規開拓の

強化に加え、既存得意先との取引拡大や前連結会計年度に獲得した新規得意先が寄与し、売上が伸長いたしまし

た。また、業務用食品等の小売事業である「アミカ事業」において、品揃えの充実化や営業活動の強化など、来店

客数の増加に向けた取り組みを進めてまいりました。 

 両事業におきましては、収益性の向上を図るため、当社プライベートブランド商品や業務用食品販売事業者の共

同オリジナルブランド商品の販売強化と全社的な業務の効率化を継続して行ってまいりました。 

さらに、水産品の卸売事業である「水産品事業」では、連結子会社である株式会社マリンデリカにおいて、既存

得意先との深耕を図るとともに、新規得意先の開拓など販路の拡大に取り組んでまいりました。 

この結果、当第１四半期連結累計期間の売上高は136億70百万円（前年同期比5.9％増）、営業利益は90百万円

（前年同期比6.9％減）、経常利益は１億１百万円（前年同期比1.2％増）、親会社株主に帰属する四半期純利益は

41百万円（前年同期比29.4％減）となりました。 

 

 セグメントの業績は次のとおりであります。 

（外商事業）

 当事業におきましては、商品提案会を実施するなど、既存得意先との深耕に努めるとともに、大手外食チェーン

やホテル、レストランなど多様な外食産業に対する新規開拓に注力してまいりました。また、提案型営業を強化す

るため商品知識の向上に取り組むほか、業務の効率化による人件費の削減や物流費をはじめとした経費の抑制に取

り組み、収益性の向上を図ってまいりました。

 この結果、外商事業の売上高は88億27百万円（前年同期比7.7％増）となり、営業利益は36百万円（前年同期比

172.0％増）となりました。

 

（アミカ事業）

 当事業におきましては、それぞれの店舗において、品揃えの充実やメーカーフェアー等の販売施策の展開、近隣

飲食店等への営業活動の強化などに注力したことに加え、前連結会計年度に開設した新規店舗や、ネットショップ

が寄与し、売上が伸長いたしました。

 この結果、アミカ事業の売上高は44億52百万円（前年同期比2.2％増）となり、営業利益は３億47百万円（前年

同期比6.4％増）となりました。

 なお、当第１四半期連結会計期間末の店舗数は、愛知県・岐阜県を中心として42店舗であります。

 

（水産品事業）

当事業におきましては、連結子会社である株式会社マリンデリカにおいて、大手水産会社をはじめとする既存得

意先との深耕を図るとともに、海外を含めた新規得意先の開拓など、国内外への販路拡大に努めてまいりました。

また、外商事業及びアミカ事業との連携を図り、当社グループの水産品ラインナップ強化を推進してまいりまし

た。 

 この結果、水産品事業の売上高は４億21百万円（前年同期比12.9％増）となり、営業損失は50百万円（前年同期

は営業損失15百万円）となりました。 
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（２）財政状態に関する説明 

（資産）

 当第１四半期連結会計期間末の資産残高につきましては、前連結会計年度末と比較して商品が１億６百万円減少

したものの、現金及び預金が１億78百万円増加したこと等により、流動資産は全体で57百万円増加しました。一方

固定資産は、建物及び構築物が48百万円減少したものの、投資有価証券が１億18百万円増加したこと等により、全

体で39百万円増加しました。その結果、資産総額は前連結会計年度末と比較して96百万円増加し、176億74百万円

となりました。

（負債）

 負債残高につきましては、前連結会計年度末と比較して支払手形及び買掛金が５億１百万円増加したこと等によ

り、流動負債が全体で４億93百万円増加しました。一方固定負債は、長期借入金が４億40百万円減少したこと等に

より、全体で４億17百万円減少しました。その結果、負債総額は、前連結会計年度末と比較して75百万円増加し、

152億35百万円となりました。

（純資産）

 純資産残高につきましては、前連結会計年度末と比較して利益剰余金が６百万円増加したこと等により、21百万

円増加し、24億38百万円となりました。

 

 

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明 

 平成29年５月期の業績予想につきましては、平成28年７月13日に公表しました業績予想に変更はございません。 

 

 

２．サマリー情報（注記事項）に関する事項

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動

 該当事項はありません。

 

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用

 該当事項はありません。

 

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

 該当事項はありません。

 

（４）追加情報

（繰延税金資産の回収可能性に関する適用指針の適用）

 「繰延税金資産の回収可能性に関する適用指針」（企業会計基準適用指針第26号 平成28年３月28日）を当第１

四半期連結会計期間から適用しております。
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３．四半期連結財務諸表

（１）四半期連結貸借対照表

    （単位：千円） 

 
前連結会計年度 

(平成28年５月31日) 
当第１四半期連結会計期間 

(平成28年８月31日) 

資産の部    

流動資産    

現金及び預金 265,638 443,833 

受取手形及び売掛金 5,131,978 5,193,916 

商品 3,558,744 3,452,197 

貯蔵品 14,859 14,557 

繰延税金資産 99,748 50,428 

その他 793,841 766,829 

貸倒引当金 △7,508 △7,300 

流動資産合計 9,857,302 9,914,463 

固定資産    

有形固定資産    

建物及び構築物（純額） 3,593,508 3,545,088 

その他（純額） 1,269,950 1,242,347 

有形固定資産合計 4,863,458 4,787,435 

無形固定資産 52,207 50,371 

投資その他の資産    

投資有価証券 1,146,590 1,265,545 

その他 2,132,557 2,131,125 

貸倒引当金 △474,821 △474,821 

投資その他の資産合計 2,804,325 2,921,849 

固定資産合計 7,719,990 7,759,656 

資産合計 17,577,293 17,674,119 
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    （単位：千円） 

 
前連結会計年度 

(平成28年５月31日) 
当第１四半期連結会計期間 

(平成28年８月31日) 

負債の部    

流動負債    

支払手形及び買掛金 5,446,649 5,948,034 

短期借入金 1,559,000 1,939,000 

1年内返済予定の長期借入金 2,045,252 1,940,046 

未払法人税等 228,186 22,896 

賞与引当金 187,529 96,796 

ポイント引当金 17,358 14,763 

その他 858,369 873,911 

流動負債合計 10,342,344 10,835,448 

固定負債    

長期借入金 3,586,374 3,145,888 

役員退職慰労引当金 193,229 199,350 

退職給付に係る負債 314,550 319,733 

資産除去債務 274,271 275,660 

その他 448,949 459,080 

固定負債合計 4,817,374 4,399,712 

負債合計 15,159,719 15,235,161 

純資産の部    

株主資本    

資本金 475,032 475,032 

資本剰余金 378,830 378,830 

利益剰余金 1,563,759 1,570,034 

自己株式 △33,901 △33,901 

株主資本合計 2,383,720 2,389,995 

その他の包括利益累計額    

その他有価証券評価差額金 59,927 72,831 

繰延ヘッジ損益 － 5 

退職給付に係る調整累計額 △26,073 △23,873 

その他の包括利益累計額合計 33,853 48,963 

純資産合計 2,417,573 2,438,958 

負債純資産合計 17,577,293 17,674,119 
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

（四半期連結損益計算書）

（第１四半期連結累計期間）

    （単位：千円） 

 
前第１四半期連結累計期間 
(自 平成27年６月１日 

 至 平成27年８月31日) 

当第１四半期連結累計期間 
(自 平成28年６月１日 
 至 平成28年８月31日) 

売上高 12,908,443 13,670,761 

売上原価 10,494,068 11,157,655 

売上総利益 2,414,374 2,513,106 

販売費及び一般管理費 2,317,385 2,422,795 

営業利益 96,988 90,310 

営業外収益    

受取利息 14,481 3,538 

受取配当金 4,850 5,664 

受取賃貸料 20,114 20,184 

受取手数料 5,159 5,188 

その他 4,460 8,785 

営業外収益合計 49,066 43,361 

営業外費用    

支払利息 25,042 9,403 

賃貸費用 18,793 18,406 

固定資産除売却損 749 2,608 

その他 1,691 2,239 

営業外費用合計 46,277 32,657 

経常利益 99,778 101,013 

税金等調整前四半期純利益 99,778 101,013 

法人税、住民税及び事業税 1,808 10,040 

法人税等調整額 38,791 49,168 

法人税等合計 40,600 59,208 

四半期純利益 59,178 41,804 

親会社株主に帰属する四半期純利益 59,178 41,804 
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（四半期連結包括利益計算書）

（第１四半期連結累計期間）

    （単位：千円） 

 
前第１四半期連結累計期間 
(自 平成27年６月１日 

 至 平成27年８月31日) 

当第１四半期連結累計期間 
(自 平成28年６月１日 
 至 平成28年８月31日) 

四半期純利益 59,178 41,804 

その他の包括利益    

その他有価証券評価差額金 119,459 12,903 

繰延ヘッジ損益 △3,019 5 

退職給付に係る調整額 1,526 2,200 

その他の包括利益合計 117,966 15,109 

四半期包括利益 177,145 56,914 

（内訳）    

親会社株主に係る四半期包括利益 177,145 56,914 

非支配株主に係る四半期包括利益 － － 
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

 該当事項はありません。

 

 

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

 該当事項はありません。

 

 

（セグメント情報等）

 【セグメント情報】

Ⅰ 前第１四半期連結累計期間（自平成27年６月１日 至平成27年８月31日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

          （単位：千円） 

  報告セグメント 
調整額 

（注）１ 

四半期連結損益 

計算書計上額 

（注）２   外商事業 アミカ事業 水産品事業 合計 

売上高            

外部顧客への売上高 8,198,334 4,352,988 357,120 12,908,443 － 12,908,443 

セグメント間の内部売

上高又は振替高 
－ 4,032 16,224 20,257 △20,257 － 

計 8,198,334 4,357,021 373,345 12,928,701 △20,257 12,908,443 

セグメント利益又は 

損失（△） 
13,501 326,907 △15,463 324,945 △227,956 96,988 

 （注）１．セグメント利益又は損失（△）の調整額△227,956千円は、当社の本社経費等であります。

２．セグメント利益又は損失（△）は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

 

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

 重要な事項はありません。

 

Ⅱ 当第１四半期連結累計期間（自平成28年６月１日 至平成28年８月31日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

            （単位：千円） 

  報告セグメント 
その他

（注）１ 

調整額 

（注）２ 

四半期連結 

損益計算書 

計上額 

（注）３ 
  外商事業 アミカ事業 水産品事業 合計 

売上高              

外部顧客への売上高 8,827,011 4,446,784 391,776 13,665,572 5,189 － 13,670,761 

セグメント間の内部売

上高又は振替高 
468 5,484 29,873 35,826 － △35,826 － 

計 8,827,479 4,452,268 421,650 13,701,398 5,189 △35,826 13,670,761 

セグメント利益又は 

損失（△） 
36,727 347,886 △50,514 334,099 1,238 △245,028 90,310 

 （注）１．「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、太陽光発電事業を含んでおりま

す。

２．セグメント利益又は損失（△）の調整額△245,028千円は、当社の本社経費等であります。

３．セグメント利益又は損失（△）は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

 

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

 重要な事項はありません。
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